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Ｇ円踊Ｐメ －～擬鵜甥蕎による総霧コンクリート鰯腫物の燐醗工霧
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接溝する－強ゴロ法です。
従来の連続繊維シート接蒲工法に比べ、アウトプレートを緊張

することにより、コンクリートにフレストレスを導入することが可

能で、少ない補強材霊で大きな補強効果を得ることができます。
緊張材として薄いＣＦＲＰプレートを使用しているので補強後の外

観形勤犬、断面変化がほとんど無く、特にＲＣ・ＰＣホロースラブ橋の
施工に適します。銅橋の外ケーブル補強にも適用可能です。

鋼桁下フランジの
アウトプレート定着装置

ホ□－スラブ橋への
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適用概念図
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鰯擦ひ駆郡力を閉じ、ひび翻れ繋墜廠醤を庖止させる
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ひび割れ嫁蒲による新書物質の蕩堪柳駒玖疲労鰯女鰭の癒比

ミニマムメンテナンス
嫌賞しなりＧ月ＲＰを擁凋，定窟嫌なばナガ坊椀筋端端鷹を講じる

嬢続橋の賊棉塗の燐醗が方面のち朝虜
スレストレスによる‐一次モーメントの寿ご霧り例勃婿

コンカウトな定導体，多抜錨も’筋厳密化
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一般的高垣条件下での概念図です。



ＣＦＲＰプレート緊張接着による既設コンクリート構造物の補強工法

アウトプレート工法

●工場生産した高強度炭素繊維プレート
工場生産のため均質、高品質

●工場で鋼製定着体を取付けたプレハブプレート
定着部の信頼性確保、現場工期の短縮
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●アウトプレートの性能
強化繊維種類 高強度炭素繊維・ガラス繊維 高強度炭素繊維・ガラス繊維

一

　

品番 ＦＴＰ‐ＣＨ‐３０‐５０ ＦＴＰ－ＣＨ‐３０‐７５

公称厚ｍｍ ３．０ ３．０

公称幅ｍｍ ５０ ７５

引張耐力ｋＮ ２４０ ３６０

ヤング係数Ｎ／ｍｍ２ １．２０×１０
５ １．２０ｘｌ０

５

アウトプレート アウトプレート緊張装置
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新開発の専用小型特殊ジャッキとアタッチメントを用
いることで、既設躯体を利用して重機を用いずに簡易
にスピーディーに緊張作業が可能。
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アウトプレート緊張状況

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するためのもの、いわゆる「参考値」であり、個別契約等で合意された「規格」の規定事項として明記されたもの以外は、保証を意味するも
のではありません。
本資料に記載されている事項の誤った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますのでご了承下さい。
また、これらの情報は、今後予告なしに変更される壕合がありますので、最新の情報については、各担当部署にお問い合わせ下さい。
本資料に記載された内容の無断転載や複製はご遠慮下さい。

本工法は、ドーピー建設工業（株）、日鉄ケミカル＆マテリアル（株）、（株）国際建設技術研究所が共同で開発いたしました。
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